





































































































































































11　 ブンゲは因果性の特徴のひとつとして外在性を挙げている。M. Bunge, Causality and Modern Science. 
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ものによって定立された受動性
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である。因果性はその内的同一性の顕現であり、この
顕現においては実体的他在
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の絶対的実体性
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であり、そして定立された存在
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が即かつ対自的な存在
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で
あるということによって、はじめて即かつ対自的な存在



































































43　 B. Lakebrink は こ う し た 解 釈 を 支 持 す る で あ ろ う (ders., Kommentar zu Hegels »Logik« in seiner 
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も顕現されない」49と言われている。これに対して、因果性
のカテゴリーを適用することが不当なものとしては「自然的有機的生命の相関
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と精神的生命の相
















例を求めることが無意味である」と述べている (ders., “Die Wirklichkeit” in: G.W.F. Hegel. Wissenschaft der 
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